




































【正解と解説】

●問題Ⅲ-1
正解は③
正規表現(a*(ab)*|c)*ad*において、③の「aabcadad」はadの後にさらにadが続く形式と
なっており、末尾のad*の生成規則に合致せず表現できない。

●問題Ⅲ-2
正解は②
各経路の所要日数を計算すると、A(6)+C(4)+E(2)+G(7)=19日となる経路が最長経路とな
る。したがってクリティカルパスはA→C→E→Gである。

●問題Ⅲ-3
正解は⑤
拡散モデル（Diffusion Model）は、データに徐々にノイズを加えていく拡散過程を定義
し、その逆過程としてノイズを除去する推論を学習することでデータを生成する。

●問題Ⅲ-4
正解は④
提示されたラムダ式はチャーチブール値の真偽判定と論理積の構造を持つ。式全体をベー
タ簡約して評価を進めると、最終的な正規形としてλxy.yが得られる。

●問題Ⅲ-5
正解は⑤
クラスNPは多項式時間で提示された解の正当性を検証可能な問題のクラス（ウ）であり、
非決定性多項式時間で解ける問題のクラス（エ）である。P=NPは未解決である。

●問題Ⅲ-6
正解は①
根・左・右の順でたどる前順が(ア)、左・根・右の順でたどる間順が(イ)、左・右・根の
順でたどる後順が(ウ)に対応するため、選択肢1が適切である。

●問題Ⅲ-7
正解は①
アッカーマン関数の再帰定義に従う。f(0, n) = n + 1より、f(1, 0) = 2、f(1, 1) = 3
、f(1, 2) = 4、f(1, 3) = 5と順次計算されるため、戻り値は5となる。

●問題Ⅲ-8
正解は④
同期式順序回路において状態数を削減できれば、状態保持に必要なフリップフロップの個
数や、次状態・出力を生成する組合せ回路の段数と素子数を減らし回路規模を縮小でき
る。

●問題Ⅲ-9
正解は③
ライトスルー方式はキャッシュへの書き込みと同時に主記憶への書き込みも実行するた
め、主記憶とキャッシュメモリの内容が常に一致しデータの整合性が保たれる。

●問題Ⅲ-10
正解は①
2の補数表現において、最上位ビット（符号ビット）の反転が生じない範囲であれば、1ビ
ット左シフトすることは値を2倍にすることと数学的に等価である。

●問題Ⅲ-11
正解は③
標本化定理を満たさない低いサンプリング周波数で標本化を行うと、高周波成分が低周波
帯域へと折り返され、元の信号に存在しない歪みが生じるエイリアシングが発生する。



●問題Ⅲ-12
正解は⑤
CSMA/CAは、通信開始前に搬送波の有無を感知し、さらにランダムな待機時間（バックオ
フ）を設けて衝突の発生を自律的に回避する無線LANのアクセス制御方式である。

●問題Ⅲ-13
正解は②
DMARCは、送信ドメイン認証に失敗したメールの受信側での処理方針を指定でき、「
p=quarantine」に設定することで受信側にメールの隔離処理を要求できる。

●問題Ⅲ-14
正解は①
仮想化技術では、OSやデータを含む仮想マシン全体を単一のイメージファイルとして保存
・複製できるため、遠隔地へのバックアップや災害復旧（DR）に有効活用できる。

●問題Ⅲ-15
正解は④
未調整FPは外部入力8、外部出力8、外部照会6、ILF8、EIF10の合計で40となる。これに調
整係数1.20を乗じると48となり、選択肢4が適切である。

●問題Ⅲ-16
正解は④
制御パステストは、プログラムのソースコードや制御フローグラフの分岐・経路の構造に
着目してテストケースを網羅的に設計するホワイトボックステストの手法である。

●問題Ⅲ-17
正解は③
JIS X 25010において、明記された資源量に関する度合いが「性能効率性」(e)、目標達成
に利用できる度合いが「使用性」(d)、機能を実行する度合いが「信頼性」(a)である。

●問題Ⅲ-18
正解は⑤
モジュール分割の基本方針は、プログラムの保守性や再利用性を向上させるために、モジ
ュール内の凝集度（強度）を高くし、モジュール間の結合度をできるだけ低くすることで
ある。

●問題Ⅲ-19
正解は②
インセプションデッキは、アジャイル開発の初期段階において、プロジェクトの目的、背
景、スコープ、リスク等の重要課題をチーム全体で合意し共有するためのドキュメントで
ある。

●問題Ⅲ-20
正解は②
コードアンドフィックスは設計工程を経ずに場当たり的に実装と修正を繰り返す手法であ
り、品質や保守性を損なうため体系的な開発プロセスモデルとして不適切である。

●問題Ⅲ-21
正解は③
カプセル化は、データ（属性）とその操作（メソッド）を1つのオブジェクト内に隠蔽し
て外部から直接アクセスさせず、公開されたインターフェースのみで操作させる仕組みで
ある。

●問題Ⅲ-22
正解は④
論理型プログラミングは、解くべき問題の対象関係や公理を「事実」と「規則」の論理式
として定義し、推論機構によって問い合わせに対する真偽や解を導出する。



●問題Ⅲ-23
正解は③
継続的デリバリ（CD）は、ビルドや各種テストを自動化し、開発したソフトウェアをいつ
でも安全かつ確実に本番環境へデプロイ可能な状態に保ち続ける実践手法である。

●問題Ⅲ-24
正解は①
同一の「組織」エンティティが「親」と「子」という2つの役割を担って関連「管理」に
接続しており、エンティティ自身が自分自身と結びつく再帰的リレーションシップを表
す。

●問題Ⅲ-25
正解は③
クラス図はCompositeパターンを構成している。オブジェクト図③では、親であるカテゴ
リ要素が子要素として商品とカテゴリを包含しており、クラス図の構造と適合する。

●問題Ⅲ-26
正解は①
当初順調に進み途中で遅延した後にリカバリーのための増員を行った状況では、最終的に
実コストACが計画値PVを大幅に上回る推移となるため、グラフ①が適切である。

●問題Ⅲ-27
正解は②
ISO/IEC/IEEE 29148において、要求仕様の完全性（Complete）とは、ステークホルダーの
ニーズを満たすために必要な能力、機能、制約、品質要因が十分に記述されている状態を
指す。

●問題Ⅲ-28
正解は①
クラッシングとは、クリティカルパス上の作業に追加のリソース（人員や残業、機材）を
投入し、コストを増加させることでプロジェクトのスケジュールを短縮する技法である。

●問題Ⅲ-29
正解は④
500組織（9ビット以上）を収容するにはサブネット部を/25とする必要がある。ホスト部
は7ビットで126台を収容可能となり、マスクは255.255.255.128となる。

●問題Ⅲ-30
正解は④
UDPにおけるデータ単位（PDU）の標準的な呼称は「UDPデータグラム」である。「UDPセグ
メント」とする呼称はTCPとの混同であり最も不適切である。

●問題Ⅲ-31
正解は③
呼量は(8回×3分)÷60分＝0.4アーランである。呼損率0.01以下の列を参照すると、2回線
の0.153では不足し、3回線の0.455で満たすため最低必要回線数は3回線となる。

●問題Ⅲ-32
正解は①
音声認証では周囲の騒音や体調変化により本人が拒否される確率（FRR）は生じるが、声
紋等の特徴により他人が誤って受け入れられる確率（FAR）は極めて低く抑えられる。

●問題Ⅲ-33
正解は③
スパニングツリープロトコル（STP）は、複数のスイッチ間に物理的なループ配線が存在
する場合に、冗長ポートを論理的にブロックしてループ障害を防止し耐障害性を高める。

●問題Ⅲ-34



正解は④
IPなどのネットワーク層がベストエフォート型でパケットの確実な到達を保証しない場
合、トランスポート層（TCP）がシーケンス番号や再送制御によって信頼性を提供する。

●問題Ⅲ-35
正解は④
100BASE-TXで使用されるカテゴリ5以上のツイストペアケーブル（UTP）の規格上の最大伝
送距離は100mである。1000mとする記述は誤りである。


